
 例年はスマートフォンメーカーによる新製品の発表などが話題の中心になりますが、今年は5G（第5世

代移動通信システム）に対応したモバイル端末やネットワーク機器、5Gに関する政府高官の発言など、

様々な角度から5Gが注目されました。

「触覚伝送技術（ハプティクス）」
 ノキアは、5Gを活用し、遠隔操作をするユーザーにリアルタイムでモ

ノの質感を伝える「ハプティクス」のデモを公開しました。触覚が重要

となる医療現場などにおいて「ハプティクス」の活用余地は大きく、遠

隔手術の実現性が徐々に高まっていることが示されました。

世界最⼤級のモバイル機器⾒本市MWC。技術⾯での進歩に加え、政策⾯での後
押しも確認できたことは、5G普及に向けて⼤きな⼀歩に。
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 MWCは毎年2月下旬～3月上旬にスペインのバルセロナで開催される世界最大級のモバイル機器見本

市です。

 スマートフォンやウェアラブルといったモバイル機器に関連した基調講演や企業による新技術・新製品

の展示だけでなく、投資家向けの会社説明会やミーティングなども開催されるため、市場関係者からも

注目されるイベントであるといえます。

MWC（モバイル・ワールド・コングレス）とは？

5Gを活用した最先端技術の展示例

Vol.9 MWC2018開催～期待が高まる5G～

2018年3月26日

「遠隔書道ロボット」
 NTTドコモは、離れた場所にいる人間の動きを5G搭載ロボットに伝え、ロボットは人間の動きに追随し

筆で字を書くという遠隔操作を披露しました。5Gによる低遅延通信の実現により、リアルタイムでロ

ボットの遠隔操作が可能になることが示され、観客を大いに賑わせました。

5Gでつながる未来（イメージ図）

米政府による規制緩和が5Ｇ普及を後押し
 米連邦通信委員会（FCC）のパイ委員長による基調講演は、今回の注目イベントの1つとなりました。

FCCは、米国の放送通信事業の規制監督を行う役割を担っています。5Gの普及に向け、FCCの政策

姿勢を確認できる機会ということで、関心が集まりました。

 パイ委員長によれば、米国が5Gネットワークを構築する上で重要な

ことは、①周波数、②通信インフラ、③規制の介入を最小限にするこ

と、の3つです。特に通信インフラについては最優先事項として取り

組むべきと言及しました。またパイ委員長は、現行の規制では5Gに

必要な新しい通信インフラを構築していくには不適切であり、今後同

規制を緩和する方針を示しました。

離れた場所に居る相⼿の⼿の感触が伝わる
（イメージ図）
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